











Semantic Change and Social Change: 




semantic change, social change, yacho, tancho, aicho
Abstract
 This paper aims at showing a connection between language change and social 
change. Japan has experienced drastic changes in its society and culture since the Meiji-
era. This can be noted in people’s attitude toward nature, especially birds.  Analysis of 
changes in the meaning and the use of bird-related words such as kotori (small bird), 
yacho (wild bird), tancho (bird watching) and aicho (to love birds) in Japanese language 
dictionaries and newspaper archives showed that semantic changes and coinage are 
connected to changes in the Japanese attitude towards birds and to the development 
of a spirit of conservation. As yacho, tancho and aicho increased in use, the idea that 
wild birds should remain in their natural environment was increasingly propagated, and 













数は多くないがいくつかの研究がある。Brown & Gilman （ 1960 ） は「あなた」の呼び方に注目
し、フランス語の tu（ T ）と vous（ V ）で代表されるような T（親しい相手に対して言う「あな
た」）と V （距離を感じる相手に対して言う「あなた」）の二つの言い方を何世紀にもわたるヨー
ロッパ史に沿って見直し、社会構造の変化と言語変化を見事に関連づけた。井上（ 2012 ）は類似
の変化が日本語の敬語に関わる新表現「ていただく」にも起こっていることを、 1953 年、 1972
























































　縮刷版は、1879 年から 1989 年までをカバーし、明治・大正、昭和戦前、戦後に分けて収録さ
れている。「明治・大正」は、明治 12 年（ 1879 ）の創刊から、大正 15 年（ 1926 ）まで、紙面
イメージで 123,000 ページを収録している。「昭和戦前」は 1926 年から 1945 年までの 88,000 ペ
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ージを収録、「戦後」は 1945 年から 1989 年までで、1989 年は平成元年のものも含む。















　移行期の、1985 年から 1989 年は、縮刷版でもデジタル版でも検索をかけることができる。そ
こで「探鳥」を検索してみると、 縮刷版の「見出しとキーワードと分類」検索では 23 件の記事
が抽出され、デジタル版の全文検索では 89 件、全国面に絞っても 45 件の記事が検索された。や
はり検索方法の違いは量のちがいを生んでいる。
2．1．2．読売新聞オンライン記事データベース『ヨミダス歴史館』























しようとしても、新語が社会に定着したとしても辞典にあらわれるのは 10 年後、20 年後などと
いうこともあり、あまり意味のないことのように思える。しかし、見出し語になっている語は社
会で定着しているものと判断されたもの、それに編者によって吟味された語釈が与えられている



















（ 1907 ）発行の『辭林』から、平成 20 年（ 2012 ）発行の『新明解国語辞典』第 7 版まで、16 冊
を選んだ。16 冊の選定は、 国立国会図書館人文総合情報室で提供している小冊子『レファレン
ス・ツール紹介（人文編）』（平成 18 年作成、 23 年補訂） を参考に、 国会図書館や立教図書館で
実際に辞典を見ながら決めた 1 ）。　4、5 年から長くとも 15 年ぐらいのスパンに 1 冊の新刊が含ま









の出現数ものせる（表 4 参照）。これは、 全国版のみにしぼってあるが、 縮刷版より件数が非常
に多い。いかに本文の中にそれぞれの語が多く使われているかがわかる。と同時に、見出し語に
使われやすい語と使われにくい語があることも見て取れる。4 語のうち、「小鳥」の検索結果数は
1980 年代では見出し語・キーワードに使われた 4 語の内の 9％で、「野鳥」の 76％に対し見出し
語にはほとんどならない語であるが、全文検索の 1990 年代では使われた 4 語の内の 25％、2000
年代では 33％を占めており、本文にはよく使われている語であることがわかる。
3．1．野鳥
　表 2、 3 でわかるように、「野鳥」は、 1920 年代までは新聞の見出しやキーワードでほとんど
使われておらず、1930 年代に使われるようになり、戦後急速に使われるようになった語である。
　1900 年（明治 33 年）11 月 9 日の記事では、「年々各地より東京市内に売り込み来る野鳥類」
（漢字は新字体に変換）として、農商務省の調査結果を報じている。野鳥の脇には「やてう」と仮
表 1　利用国語辞典一覧
辞典名 出版所 刊行年 代表編纂者
『辭林』 三省堂 1907 年 金澤庄三郎
『大日本国語辞典』 冨山房 1915 年－ 1919 年 松井簡治
『言泉』（改修言泉） 大倉書店 1928 年（ 1921 年初版） 落合直文
『大言海』初版 冨山房 1932 年－ 1935 年 大槻文彦
『辞苑』(S10) 博文館 1935 年 新村出
『明解国語辞典』改訂１版 三省堂 1952 年（ 1941 年初版） 金田一京助
『広辞苑』初版 岩波書店 1955 年　 新村出
『広辞苑』第２版 岩波書店 1969 年 新村出
『広辞苑』第３版 岩波書店 1983 年 新村出
『広辞苑』第４版 岩波書店 1991 年 新村出
『広辞苑』第５版 岩波書店 1998 年 新村出
『広辞苑』第６版 岩波書店 2008 年 新村出
『日本語大辞典』初版 講談社 1989 年 梅棹忠夫
『大辞林』第３版　 三省堂 2006 年（ 1988 年初版） 松村明
『三省堂国語辞典』第６版 三省堂 2008 年（ 1960 年初版） 見坊豪紀










名がふられているが、内容的には完全に食料としての野鳥の話で、鷸（シギ）約 10 万羽、鴨約 5













語＼年 1879- 1880 ’ 1890 ’ 1900 ’ 1910 ’ 1920 ’ 1930 ’ 1940-
野鳥 （ 0 ） 0 0 3 1 2 18 （ 7 ）
小鳥 （ 3 ） 9 26 43 17 79 140 （ 11 ）
愛鳥 （ 0 ） 0 0 3 3 1 2 （ 0 ）
探鳥 （ 0 ） 0 0 0 0 0 0 （ 1 ）
語＼年 1945- 1950 ’ 1960 ’ 1970 ’ 1980 ’
野鳥 （ 2 ） 40 110 207 427
小鳥 （ 1 ） 54 76 53 39
愛鳥 （ 1 ） 38 31 42 63
探鳥 （ 0 ） 3 3 8 32
表 3　朝日新聞（戦後～ 1989 ）での、野鳥・小鳥・愛鳥・探鳥の検索結果（件）










なったのには、 はっきりとした理由がある。僧侶で詩人でもあった中西悟堂を会長に 1934 年日
















て、 籠の中に養って、 それが何の愛鳥ぞや」（ p.27 ）と論じる人あり、 それに対して第二号では

























調査をしたり活動が活発になり、その後会員数は増え続け、1990 年 3 万人、1997 年には 5 万人












た。中西は、『野鳥』創刊後すぐの 6 月、 富士山麓で野鳥観察をすることにし、 その呼びかけに























　辞典では『広辞苑第 3 版』（ 1983 ）にようやく登場し、以下の解説がある。
探鳥　山野に出て野鳥を探し、その生態を観察・鑑賞すること。バード - ウォッチング。
　「探鳥」は、調べた 18 冊の中では、『広辞苑』第 3 版（ 1983 ）以降、『日本語大辞典』（ 1984 ）、
『大辞林第 3 版』（ 2008 ）、『三省堂国語辞典第 6 版』（ 2008 ）、『新明解国語辞典第 7 版』（ 2012 ）
で見出し語になっており、「山野で野鳥を観察したり、鳴き声を聞いたりすること」などの語釈の











んでいた。明治 45 年（ 1912 ）12 月 18 日の朝刊では、「愛鳥家」という見出しで津軽の華族が巻























する週間。5 月 10 日から一週間。バード - ウィーク。
　このバードウィークは、 日本鳥類保護連盟によると、 始まりは 1894 年の米国ペンシルバニア
州で植樹祭に結びつけ小鳥を守ろうと始まった「バードデー」で、 日本でも昭和 22 年（ 1947 ）
4 月 10 日にバードデーを実施、昭和 25 年（ 1950 ）からは、北の方の積雪が溶けるころに時期を









　昭和 59 年（ 1984 ） 12 月 12 日、 中西悟堂の訃報を告げる記事には「…愛鳥家ばかりでなく、
多くの人がその死を悼んでいる。」とあるが、この「愛鳥家」は、だれもが、野鳥を愛し自然を愛
する人々、 という意味にとるであろう。その 50 年前には、 愛鳥は飼い鳥をかわいがることと受
け取るのが一般的だったわけであり、意味の転換は大きい。
　平成 24 年（ 2012 ） 2 月 27 日の朝刊に「メジロ捕獲禁止に困惑　愛好家　鳴き合わせ守りたい」
という見出しの記事がある。ここで、「愛鳥家」ではなく、「愛好家」となっていることに注目し
たい。野鳥の鳴き合わせは室町時代に始まったとされるが、現在はメジロだけが鑑賞目的で捕獲


















（第 1 版）　 鳥を愛すること。特に野鳥を愛護すること。　―しゅうかん【愛鳥週間】野鳥
を愛護する週間。5 月 10 日から一週間。バード - ウィーク。
（第 2 版）　 鳥を愛すること。―しゅうかん【愛鳥週間】野鳥を愛護する週間。5 月 10 日か
ら一週間。バード - ウィーク。
（第 3 版）　①かわいがっている鳥。②鳥を愛すること。―しゅうかん【愛鳥週間】野鳥を
愛護する週間。5 月 10 日から一週間。バード - ウィーク。




を経て、第 6 版（ 2008 ）では、②の「鳥を」が「野鳥を」に変わっている。これは、愛鳥の対象
が野鳥に定着したためであろう。
3．4．小鳥

































の 50％が飼い鳥について、 戦後も 48％とあまりかわっていない。また「小鳥」が、 小さな鳥と
して野鳥も飼い鳥も両方をさす事は戦前戦後で割合の差は大きいが変わっていない。
　しかし、実際現在どれだけ籠の鳥を見る機会があるだろうか。小鳥をペットにしている人は非
常に少なくなっている。内閣府（総理府）では、 昭和 49 年（ 1974 ）から、「動物愛護に関する
世論調査」3 ）をおこなっており、ペットを飼っている人の割合と、飼っている場合のペットの種類
を聞いている。ペットを飼っている人の割合は、昭和 50 年代から現在まで 35％前後で変わらな
い。一方、飼っているペットの種類は猫は 26.6％から 28.1％とあまり変わらないが、犬が 46.1％





鳥の名があげられているが、 小型の国語辞典となると 1、 2 行で定義することになり、「（飼うた
めの）小形の鳥。「—がさえずる」」（『三省堂国語辞典』第 6 版、2008 年）、「［鳴き声がよかった








表５　「野鳥」と「小鳥」の検索結果記事の内容（明治～戦前 1945 ）（数字は件数 )
野鳥（ 31 ） 小鳥（ 328 ）
観察・保護
（野鳥）
観察（ 4 ）　情報（ 4 ）
日本野鳥の会誕生（ 1 ）　保護（ 2 ）
観察（ 27 ）　情報（ 14 ）
放鳥（ 1 ）
飼い鳥 飼育（ 4 ）　巣引き（ 1 ）
鳴声まね伝授（ 2 ）　輸入（ 1 ）
飼育（ 116 ）　巣引き（ 4 ）　声まね（ 2 ）
小鳥屋（ 24 ）　価格（ 12 ）　鑑賞（ 6 ）
食用 料理（ 8 ）
野鳥の公定価格（ 1 ）　野鳥捕獲（ 1 ）
料理（ 11 ）
狩り（ 30 ）  小鳥追い（ 1 ）
その他 出版（ 4 ）　ラジオ（ 1 ） 出版（ 6 ）　ラジオ（ 10 ）
写真（ 3 ）　芸術（ 14 ）　詩歌（ 5 ）
その他（ 52 ）
表６　「野鳥」と「小鳥」の検査結果記事の内容（戦後：1945 ～ 1989 ）（数字は件数 )
野鳥（ 786 ） 小鳥（ 223 ）
観察・保護
（野鳥）
観察（ 210 ）　情報（ 128 ）
保護（ 250 ）　害鳥（ 12 ）　
サンクチュアリー（ 28 ）
観察（ 41 ）　情報（ 12 ）
保護（ 25 ）　害鳥（ 3 ）




食用 料理（ 7 ）
狩り（ 7 ）
狩り（ 2 ）
その他 出版（ 20 ）　ラジオ（ 4 ）　芸術（ 10 ）　
映画（ 3 ）
写真（4）　CD（4）　詩歌（7）　その他（99）
出版（ 5 ）　ラジオ（ 15 ）　CD（ 3 ）








































































 2 ） 『野鳥』各号の表紙裏に記載されていた。1934 年。




 5 ） 『赤い鳥』は、大正 7 年（ 1918 年）7 月に創刊された、童話や童謡の雑誌である。「赤い鳥小鳥」
はその 9 月号に、北原白秋作詞、成田為三作曲で発表された。
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